
～島津と伊東の陣取り合戦～
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は じ め に

 

　小林市は、江戸時代、島津氏の治める薩摩藩でした。現在でもその歴史を物

語る文化が色濃く残っています。方言や郷土料理だけでなく田の神像や輪太鼓

踊り、兵児踊なども薩摩藩ゆかりのものがここ小林市には受け継がれています。

　戦国時代において小林を含め今の宮崎県のほとんどを領有していたのは伊東

氏でした。その領地は、今の延岡市、えびの市、都城市、串間市を除く範囲で

西都市の都於郡城を主城として最盛期には領地内に 48 の城を持っていたと言

われています（伊東四十八城）。かたや鹿児島県の全域とえびの市、都城市を領

有していたのが島津氏でした。両者は、ともに南九州の覇者を目指し、領地境

界線付近では争いを続けていました。

　本冊子は戦国時代にこの地でどのようなことが起こって薩摩藩領となったの

か時系列で記した物語です。伊東氏と島津氏の戦いに代表されるこばやしの戦

国大河ドラマを楽しんでいただけたら幸いです。

　この度「こばやしの戦国ものがたり」の冊子を発刊するにあたり、調査にご

協力いただいた小林市ガイドボランティア協会の皆さまに心より感謝申し上げ

ます。

　本書が多くの皆様にご活用いただき、文化財愛護の精神が広まることを願っ

ています。

　　平成 31 年 3 月

小林市教育委員会
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年　　代

1467年

戦国時代の主な出来事年表

日本の主な出来事

・応仁の乱1467年

1543年

1549年

1560年

1570年 ・大友宗麟、九州の北半分を支配下とする

・ポルトガル人が、鉄砲を伝える

・キリスト教伝来

・桶狭間の戦い

・応仁の乱

　☆国一揆・一向一揆

　下克上の風潮が広まる

年 大友宗麟、九州の北半分を支配下とする

1572年

1573年

1575年

1578年

1582年

1590年

・明智光秀が本能寺で信長を殺害、秀吉が光秀を山崎で破る

・豊臣秀吉が全国を統一する

☆太閤検地 刀狩り

・織田信長が室町幕府を滅ぼす

・長篠の戦い

・耳川の戦い

・木崎原合戦が起こる

1592年 ・文禄の役

1597年 ・慶長の役

1600年

1602年

　☆太閤検地・刀狩り

　　　秀吉朝鮮出兵

・関ヶ原の戦い

・島津氏が家康に誓書提出

・家康の全国統一が完成する

1603年

1609年

1614年

1615年

1635年

・一国一城令が発令

・参勤交代制を定める

・徳川家康が江戸幕府を開く

・薩摩藩が琉球を征服する

・大坂冬の陣

・大坂夏の陣（豊臣氏滅亡)

1635年 ・参勤交代制を定める

【本冊子について】

本冊子は、小林市史、野尻町史、須木村史ならびに他の文献等を参考に伊東

氏と島津氏の戦いに代表される小林市の戦国時代の様子を時系列にまとめ、物

語風に作成したものです。なお、本文中に記載されている戦の内容や兵の数に

ついては諸説あります。



− 2−

其の壱「群雄割拠のころ」 戦国こばやしの ものがたり❶

其の弐「伊東  対  島津  激突」 戦国こばやしの ものがたり❷

其の参「木崎原の戦い」 戦国こばやしの ものがたり❸

其の四「伊東崩れ」 戦国こばやしの ものがたり❹

其の五「進撃の島津」 戦国こばやしの ものがたり❺

其の六「庄内の乱と忠眞」 戦国こばやしの ものがたり❻

其の七「戦国時代の終焉」 戦国こばやしの ものがたり❼

其の八「その他の関連史跡」 戦国こばやしの ものがたり❽
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至市役所

至細野小

専寿寺

辻ノ堂川

県
道
１
０
４
号
線

三ツ山城址

地図（文化財の場所）

〇小林地方は、古代には夷守、中世には三ツ山と呼ばれ、亀ケ城又は吉留城ともいう三ツ山城

を中心に、官公衙や当地方の地所、熊襲鎮圧のための軍役所である夷守府もこの地にあったと

いわれています。細野の水落地区、宝光院の背後の山である鷹導山がこの三ツ山城跡といわれ、

本丸・南出丸・東丸の三ツの山から成っていたので三ツ山とよんだと言われています。

❶
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其の壱「群雄割拠のころ」 戦国こばやしの ものがたり❶

其の弐「伊東  対  島津  激突」 戦国こばやしの ものがたり❷

其の参「木崎原の戦い」 戦国こばやしの ものがたり❸

其の四「伊東崩れ」 戦国こばやしの ものがたり❹

其の五「進撃の島津」 戦国こばやしの ものがたり❺

其の六「庄内の乱と忠眞」 戦国こばやしの ものがたり❻

其の七「戦国時代の終焉」 戦国こばやしの ものがたり❼

其の八「その他の関連史跡」 戦国こばやしの ものがたり❽
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○1566年（永禄 9年）に島津義久、義弘、歳久兄弟は、伊東家が建設中の小林城を攻め取ろ

うとしましたが大苦戦。なんとか城を焼き本丸を残すのみとなったところで伊東軍の援軍が現

れ、義弘が大怪我したことで島津軍が撤退して戦いは終結しました。しかし、小林城の内堀と

外堀が双方の軍の将兵や馬の死体で埋まるほどの大激戦となった戦いでした。

そこで、忠良（日新斎）と貴久は双方の死者を弔うために「南無阿弥陀佛」が冠された和歌を

発句して残しています。

・忠良（日新斎）

南：　何事も　何事もみな　南無阿弥陀仏　なほ討死は　名をあぐるかな

無：　無益にも　むつかしき世に　うば玉の　昔のやみの　報いはるらん

阿：　あしき世に　あらゆる物も　あしなれば　あからさまには　あらじ身のはて

弥：　南には　彌陀観音の　御座なれば　身まかる時も　御名を唱えよ

陀：　誰にかも　誰ぞと問わん　誰しかも　誰かは獨り　誰かのこらん

佛：　ふつふつと　ふつと世も身も　ふつきりに　ふつとくやしく　ふつと悲しも

・貴久

南：　名を重く　おもふ心の　一筋に　捨てしや輕き　命なりけり

無：　むらむらに　しぐるる今日の　柴よりも　昨日の夢ぞ　はかなかりける

阿：　ありはてぬ　此の世の中に　先立つを　歎くぞ人の　迷なりける

弥：　水のあわの　あはれに消えし　跡とてや　折々ぬるる　袂なりけり

陀：　立ちそえる　面影のみや　なき人の　忘れがたみと　残し置きけん

佛：　佛ます　世をいづくとや　たづぬらん　呼べば答ふる　山ひこの聲

この二人が同時にこのような発句をした例は他にはありません。相当の死傷者が出たものと

考えられます。（ちなみに木崎原合戦の頃は二人とも既に他界しています。）

其の壱「群雄割拠のころ」 戦国こばやしの ものがたり❶

其の弐「伊東  対  島津  激突」 戦国こばやしの ものがたり❷

其の参「木崎原の戦い」 戦国こばやしの ものがたり❸

其の四「伊東崩れ」 戦国こばやしの ものがたり❹

其の五「進撃の島津」 戦国こばやしの ものがたり❺

其の六「庄内の乱と忠眞」 戦国こばやしの ものがたり❻

其の七「戦国時代の終焉」 戦国こばやしの ものがたり❼

其の八「その他の関連史跡」 戦国こばやしの ものがたり❽

❷
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地図（文化財の場所）
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其の壱「群雄割拠のころ」 戦国こばやしの ものがたり❶

其の弐「伊東  対  島津  激突」 戦国こばやしの ものがたり❷

其の参「木崎原の戦い」 戦国こばやしの ものがたり❸

其の四「伊東崩れ」 戦国こばやしの ものがたり❹

其の五「進撃の島津」 戦国こばやしの ものがたり❺

其の六「庄内の乱と忠眞」 戦国こばやしの ものがたり❻

其の七「戦国時代の終焉」 戦国こばやしの ものがたり❼

其の八「その他の関連史跡」 戦国こばやしの ものがたり❽
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○�木崎原の戦いが起こる前、伊東軍は義弘の飯野城を落とすべく度々真幸院へ進出を繰り返し

ていました。木崎原の戦いの5ヶ月前も伊東軍は真幸院へと進出し民家を焼くなど挑発行為

をしていました。ある日の晩、一人の女が迷い込んできました。伊東軍はこの女を連れてき

て話を聞くと、女は飯野城の西、義弘の妻子が住まう加久藤城の女中であることがわかりま

した。女中は、ある武士と不義密通を重ねていたのですが、遂に事が露呈してしまって、明

日罰せられることになっていました。しかし、義弘の妻である実相院がこれを哀れに思って、

自身の住む部屋に通じる「鑰掛口」よりそっと逃がしてくれたというのです。女中は相良領

へと逃げようと思い向かった所、加久藤の峠は山深い上に険しく、心細くなってこの伊東軍

の陣にやってきたということでした。伊東軍はこの女中を不憫に思い、対島津の防衛拠点で

ある三ツ山城へと連れて行ってそこの女中として雇いました。そして女中から島津家の内情

を問いただし始めました。

　�女中が言うには、加久藤城には義弘の妻子ら50名ほどの兵しかいないこと、また自身が逃げ

てきた鑰掛口は、攻められるともろい場所と教えたのです。

　�伊東軍は、この情報を基に1572年（元亀 3年）5月4日の未明、飯野城の先にある加久藤

城の鑰掛口を攻める計画で進軍していきました。しかし、そこは狭い細道になっていてさら

に鑰掛口は絶壁でいくら攻撃してもビクともしませんでした。

　�実は鑰掛口とは、その名の通り鉤を掛けて登らなくては通れないというほどの入口だったの

です。そしてこの女中は、実は義弘が遣わした間者だったのです。

　�まんまと騙された伊東軍は疲労困憊、やむを得ず兵を引いた先で暑さから水浴びをして沢山

の将兵が討たれたのは史実の通りです。

〇真幸院を手に入れようとして、加久藤城に攻め込んだ伊東軍は、池島村の木崎原にて大敗し、

三ツ山に逃走しました。逃げた伊東軍を追って島津義弘が三ツ山の粥餅田まで来たところ、伊

東軍の副将、柚木崎丹後守が1隊 50〜 60人の殿として、一糸乱れず退くさまが見えた。義弘

が大声一番「逃げるとは卑怯、返せ。」と叫んだところ、丹後守は騎を返し、弓を引いて矢を放

とうとしたので、義弘が更に大声で「見どもは島津兵庫の頭ぞ。」と叫んで、その形相は鬼神の

ようだったそうです。その勢いに圧倒された丹後守は思わず弓を投げ捨て、馬から降りてひれ

伏しました。その時義弘が槍を丹後守に突き出した時、義弘の騎馬が膝をついたといわれてい

ます。この馬は牝馬で、後に膝突き栗毛と呼ばれるようになり、83歳まで長生きして、義弘が

移り住んだ鹿児島線の帖佐の亀泉院に丁重に葬られたそうです。

❸

❹
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其の壱「群雄割拠のころ」 戦国こばやしの ものがたり❶

其の弐「伊東  対  島津  激突」 戦国こばやしの ものがたり❷

其の参「木崎原の戦い」 戦国こばやしの ものがたり❸

其の四「伊東崩れ」 戦国こばやしの ものがたり❹

其の五「進撃の島津」 戦国こばやしの ものがたり❺

其の六「庄内の乱と忠眞」 戦国こばやしの ものがたり❻

其の七「戦国時代の終焉」 戦国こばやしの ものがたり❼

其の八「その他の関連史跡」 戦国こばやしの ものがたり❽
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其の壱「群雄割拠のころ」 戦国こばやしの ものがたり❶

其の弐「伊東  対  島津  激突」 戦国こばやしの ものがたり❷

其の参「木崎原の戦い」 戦国こばやしの ものがたり❸

其の四「伊東崩れ」 戦国こばやしの ものがたり❹

其の五「進撃の島津」 戦国こばやしの ものがたり❺

其の六「庄内の乱と忠眞」 戦国こばやしの ものがたり❻

其の七「戦国時代の終焉」 戦国こばやしの ものがたり❼

其の八「その他の関連史跡」 戦国こばやしの ものがたり❽



− 12 −

○こばやしの戦国時代年表

・ 年（天正 年）

豊臣秀吉、九州島津討伐の軍を送る。

豊臣秀長、野尻東麓に陣営を敷く。

・ 5 年（文禄  年）
伊集院忠棟、都城へ。

・ 年（慶長 年）

島津義弘、領内における一向宗の禁

止を明文化。

〇九州の覇者、島津氏 
・小林を勢力下においた島津氏は、勢いそのまま

次々と伊東氏の領地を手に入れていきます。島津

氏の攻勢に耐えられなくなった伊東氏は日向国を

追われ、豊後の大友氏を頼って落ち延びます。し

かし、大友氏・竜造寺氏も打倒した島津氏は、九

州のほぼ全域を手中に治め、九州統一まで、あと

一歩のところまで勢力を拡大していました。 
・この島津氏の九州統一の夢を打ち砕いたのが豊

臣秀吉です。このころの秀吉は本能寺の変で自害

した織田信長の後継者として本州を統一していたところでした。大友氏の要請にこたえる形で、

秀吉は大軍を率いて九州に降り立ちます。これが秀吉の九州平定です。秀吉軍は福岡→熊本→鹿

児島ルートで、弟の秀長軍は大分→宮崎→鹿児島ルートで島津氏を挟み込む形で進軍していきま

す。秀長軍が陣を張った場所が現在も野尻町の地名（陣原）として残っています。最終的には秀

吉に全面降伏したことで、これまで手に入れた九州の領地も秀吉に没収されていまいますが、鹿

児島県全域とえびの、小林、綾、国富、高岡、都城といった地域は島津氏の領地として安堵され

ました。そのため小林は薩摩文化が多く残っています。隠れ念仏もその一つです。 
・薩摩藩では、戦国時代末期から一向宗が禁制されていました。1597年（慶長 2年）島津義弘が
朝鮮出兵の際、留守に残した掟書の中に一向宗禁制が明文化されています。なぜ、禁制になった

のかというと、一向宗の開祖である親鸞の教えそのものが当時の武士社会にとって、そぐわない

内容であったからだといわれています。しかし、藩の厳しい弾圧にもかかわらず、人々は密かに

信仰を続けたといわれています。人里離れた洞窟など様々な場所に夜、隠れて集まり講話を聴い

たり念仏を唱えたりしたそうです。

⑧永久井野隠れ念仏洞 ⑨岩牟礼城址

こばやしの戦国ものがたり⑤

【其の伍】 進撃の島津

其の壱「群雄割拠のころ」 戦国こばやしの ものがたり❶

其の弐「伊東  対  島津  激突」 戦国こばやしの ものがたり❷

其の参「木崎原の戦い」 戦国こばやしの ものがたり❸

其の四「伊東崩れ」 戦国こばやしの ものがたり❹

其の五「進撃の島津」 戦国こばやしの ものがたり❺

其の六「庄内の乱と忠眞」 戦国こばやしの ものがたり❻

其の七「戦国時代の終焉」 戦国こばやしの ものがたり❼

其の八「その他の関連史跡」 戦国こばやしの ものがたり❽
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地図（文化財の場所）
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○島津忠良（日新斎）の作歌に次のようなものが残されています。

魔のしょゐか天けんおかみ法華教　一向宗にすきの小座敷

（天権を拝んだり法華や一向宗・茶道にハマったりするのは、魔に魅入られたせいである）

織田や徳川のように島津もまた一向宗に苦しめられたのでしょうか。

また、この一向宗を利用しようとしたのが九州征伐時の豊臣秀吉です。島津家を内側から混乱

させるために顕如を天草に送り込み島津領内の門徒に蜂起を呼びかけさせたといわれていま

す。この効果は不明ですが後に島津領内において一向宗はキリスト教とともに禁教となってそ

れは明治維新まで300年近く続きました。

❺
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至小林市
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地図（文化財の場所）
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〇かつて小林を含む今の宮崎県のほとんどを所有していた伊東氏は、その後どうなったのでしょ

うか？伊東氏は度重なる敗戦を経験しても一族絶えることなく、豊臣秀吉の九州平定の際は秀

吉傘下に入り活躍し、秀吉から飫肥（現在の日南市）を与えられ大名として復活を成し遂げま

した。さらに、関ケ原の戦いでは東軍の徳川家康に付いたため、所領を安堵され江戸時代を通

じて飫肥藩伊東氏は存続することになったのでした。

❻
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○1579年（天正7年）、とある仲介者を通して織田信長から島津義久へ「日向鷹献上を促す」

手紙が来ました。義久が手紙を無視していたら今度は雅の友、細川幽斎から義久へ手紙が届い

たのです。内容は、「足利義昭様が日向鷹を所望するという書状と義昭様からの小袖を送ります。

名誉なことですからお引き受けして下さい。」

信長に贈ってないのに義昭に贈ったら角が立つだろうと、手紙を無視していたら先のとある仲

介者から「日向鷹を信長に献上せよ。」と催促が来ましたが、義久またもこれを無視。義久が無

視するのは訳がありました。

全国にも名高い日向鷹にことよせて、信長は大友と島津の和睦を要求していたのです。鷹を献

上したら和睦の話を承諾することになってしまいます。

義久が手紙を無視し続けたら、遂にしびれを切らしたのか1580年（天正8年）、信長から仲介

者無しで直接手紙が届けられました。

「大友との争いをやめる事、本願寺が石山を出て紀伊に入った事、毛利成敗のため大友と協力

し天下のために大忠を尽くすこと！」

それでも無視を続ける義久に翌月も信長は大友との和睦を勧告しました。

義久は諸情勢を考え不承不承和睦を引き受け、その証としてかねてより催促されていた日向鷹

を信長へ献上したのです。

ここに出てくる「とある仲介者」とは島津義久に古今伝授をした人物であり、信長とは鷹狩り

仲間である関白、近衛前久のことです。

近衛は古今伝授で薩摩に下向した時も犬追物見学会など豪華接待を受けています。その前久、

信長へ日向鷹献上の催促をするときに便乗して、「信長に献上するときには麿にも1羽」と言っ

ていました。近衛の要求は信長とともに無視されて、途中からは近衛の頭越しで交渉は進み結局、

日向鷹は信長に献上されました。日向鷹が手に入るという話を信長本人が自慢でもしたのか相

変わらず耳聡い近衛は、鷹情報を得ると再び今度は個人的に義久へ手紙を書きます。「信長に

鷹を贈ったのだろう？麿にも1羽」

たぶん義久は気分を害したのだろう日向鷹が近衛に贈られることは無かった。

・地元の古老の方の話では、室町時代から江戸時代にかけて、日向鷹を育成していた鷹匠がいた場所として、小林市の

幸ケ丘あたりと野尻の東麓あたりがそうではないかと、考えられるそうです。

〇島津軍は、朝鮮出兵時に猫を連れて行って時間を計ったというのは有名な話ですが、朝鮮に

連れていった猫は、7匹いて2匹は生きて帰ってきましたが、5匹は残念ながら死んでしまいま

した。5匹のうち、2匹は小林から連れて行ったらしく、1匹は須木からもう1匹は東上町あた

りから連れて行ったと伝わっています。そのためそこには亡くなった猫のために猫塚が造られ

たそうです。そしてその猫塚があった場所を、「猫塚」と呼んでいましたがいつの間にか「猫坂」

に変わっていき現在「猫坂」の名前が残っているのだそうです。

❼

❽
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〇島津義弘には、北郷忠孝の娘・園田清左衛門の娘（広瀬氏の娘とも言われる、宰相殿）の２

人の妻がいたことが島津氏側の系図には書かれています。しかし、実は他にも知られざる妻が

いたようです。義弘は隣国・肥後の相良氏から嫁を取りました。それは、政略結婚だったと思

われます。時期もはっきりしませんが、おそらく義弘が島津豊州家との養子縁組を解消し最初

の嫁と離婚したころであろうと思われています。ところが、そのうちこの相良氏の嫁とは離婚

してしまいます。この時期もはっきりしていませんが、相良氏と島津氏の抗争が再び勃発した

ことが原因で離婚したと思われます。さて、気の毒なのはこの嫁です。事情ははっきりしない

が実家の相良家に帰ることも出来ません。帖佐の辺川と言う所に屋敷と堪忍扶持を与えられて

住んでいたので「辺川殿」といわれていました。しかし、そのうち彼女が島津側の情報を逐一

相良側に通報しているという噂が立ちました。義弘は当然怒り狂い、辺川殿とお付きの女中を「た

まには息抜きでもどうですか」と誘い出しました。長い幽閉生活に疲れ切っていた辺川殿一行

は義弘が怒り狂っているとは知らずこの申し出をうけました。そして、辺川殿一行は駕籠に乗

せられて遠くに連れていかれてしまいました。最後は須木村（宮崎県西諸県郡あたり）の山中

に突如放置され、駕籠かきやお付きの侍は逃亡してしまったのだといわれています。地理も分

からぬ山中に放置された辺川殿一行は何とか下山しようと様々努力を重ねましたが、遂に遭難

し、全員が餓死したといわれています。そのうち、無念の死を遂げた辺川殿一行は島津氏に祟

りを為すようになり、それに悩まされた義弘・家久（忠恒の方）親子は加治木に神社を造られ

奉られるようになったそうです。

上記の話は主に『加治木郷土誌』の「隈姫神社の話」を参照。

ただし、辺川殿なる女性は肝心の相良氏側の史料には出てきません。また、「辺川殿は離縁後

相良氏に返してもらえなかったことを遺恨に持ち、義弘を呪ってやると願を掛けて腕にお灸を

すえ続けて、最後は全身火傷して死んだ」という説もあり、いろいろと謎が多人物です。

〇戦国の世、三ツ山地方を領有していた伊東氏が、小林の田間というところに城を築いて小林

城と称したのですが、その後、伊東氏を破った島津義弘も天正5年に小林城に地所を置いて、

人心一新のため当地方の地名を小林といった。築城された小林には、その昔、小さな松林があっ

たので小林の名前が生まれたと伝わっています。

❾

�
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⑱戸崎城址

東、南、北の三方を深い谷に囲まれる

要害の地。

絶えず野尻城と連携を取った城。

伊東 48城の 1つ

⑲須木城址

本丸を松尾城、その東が荒神城、北が肥田木城

と呼んでいる。

城为は米良筑後守。

伊東 48城の 1つ。 

⑳高原城址

全方位とも険峻で深い谷に囲まれた天然の要害。

島津家臣の梅北掃部築城。

伊東 48城の 1つ 

㉑加久藤城址 
元は北原氏の城でその後島津義弘の広瀬夫人 
と鶴寿丸を住まわせた。 

木崎原の戦いの舞台の 1つ。 





こばやしの 戦国ものがたり




